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市
民
農
園
利
用
者
を
募
集農

政
課 

☎（
２
３
５
）４
８
４
４

　
家
庭
農
園
と
就
農
支
援
農
園
の
利

用
者
を
募
集
し
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、公
開
抽

選
会
、利
用
説
明
会
お
よ
び
野
菜
作
り

講
習
会
は
行
い
ま
せ
ん
。

【
家
庭
農
園
】

　
土
に
親
し
み
、収
穫
を
味
わ
う
た
め

の
小
規
模
な
農
園
で
す
。

対
農
業
に
従
事
し
て
い
な
い
市
内
在

住
の
方
申
１
月
25
日（
月
）か
ら
、申

込
書
を
直
接
ま
た
は
郵
送
で
農
政
課

へ
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
可
。
用

紙
は
、同
課
で
配
布
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

【
就
農
支
援
農
園
】

　
仕
事
と
し
て
農
業
を
始
め
る
意
向

が
あ
る
方
が
経
験
を
積
む
た
め
の
大

規
模
な
農
園
で
す
。

対
５
年
以
上
の
市
民
農
園
利
用
な
ど
の

農
業
経
験
が
あ
り
、農
政
課
で
の
事
前

説
明
を
受
け
た
就
農
意
欲
の
あ
る
市

内
在
住
の
方
申
１
月
25
日（
月
）か
ら
、

必
要
書
類
を

直
接
、農
政

課
へ
。
事
前

説
明
は
農
政

課
へ
電
話
で

予
約
し
て
く

だ
さ
い

共
通
事
項

期
４
月
１
日
～
令
和
６
年
２
月
末（
２

年
11
カ
月
）
他
１
世
帯
ま
た
は
１
グ

ル
ー
プ
に
つ
き
１
区
画
ま
で
応
募
可
。

応
募
前
に
希
望
農
園
の
現
地
確
認
を
。

応
募
締
め
切
り
は
２
月
５
日（
金
）。

抽
選
結
果
は
２
月
15
日（
月
）以
降
に

書
面
を
郵
送
し
ま
す

農園名 所在地 区画面積 区画数 利用料金(年間)
国分南第１ 国分南４- 1439   25㎡ 26 5,000円
国分南第２ 国分南４- 1437   50㎡ 10 1万円

杉久保北四丁目 杉久保北４- 1653 -１
  25㎡ 24 5,000円
  50㎡   4 1万円
400㎡   1 1万4,400円

望地一丁目 望地１- 28、30   50㎡ 30 1万円
下今泉五丁目 下今泉５- 479 -１   25㎡ 27 5,000円
下今泉三丁目第２ 下今泉３- 231 -１、232 -１   50㎡ 10 1万円
河原口 河原口３- 58 -２、13、14   25㎡ 30 1万5,000円

農園名 所在地 区画面積 区画数 利用料金(年間)

今里 今里１- 29 -１ほか
521㎡   ２ 1万8,756円
570㎡   １ 2万 520円

家庭農園

就農支援農園

新型コロナウイルス感染防止のため、本誌掲載のイベント・講座などは、変更・中止する場合があります。
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高齢者対象の教室など
めざせ！ 市外局番…省略しているものはすべて「046」です

市〇〇〇課への郵送…「〇〇〇課へ」とあるものは「〒243-0492勝瀬
　　　　　　　　　　175-1海老名市〇〇〇課行」と記入してください
市役所開庁時間…省略している場合は原則「㈪〜㈮8時30分〜17時15分」

「広報えびな」の
共通マークと
ルール

市制施行50周年記念事業

うし

海
老
名
郷
土
か
る
た

丑
こ
と
し
は「
う
し
」年

　
市
内
に
点
在
す
る
史
跡
や
文
化
財
な

ど
を
詠よ

ん
だ「
海
老
名
郷
土
か
る
た
」

か
ら
、「
う
」「
し
」の
札
を
紹
介
し
ま

す
。
歌
が
書
か
れ
た
擬
木
柱
め
ぐ
り
に

も
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

鳳
勝
寺
は
昭
和
17
～
19

（
1
9
4
2
～
1
9
4
4
）

年
の
相
模
ダ
ム
建
設
で
水

没
し
た
旧
津
久
井
郡
日
連

村
勝
瀬（
現
・
相
模
原
市
緑

区
）の
移
転
と
と
も
に
現
在

地
に
移
さ
れ
た
寺
院
で
す
。

本
尊
は
木
造
釈
迦
三
尊
像
。

釈
迦
如
来
坐
像
、文
殊
菩
薩

坐
像
、普
賢
菩
薩
坐
像
の
作

風
か
ら
、江
戸
時
代
前
期
に

造
立
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
工
事
で
移
住
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
人
た
ち
の
30
戸

ほ
ど
が
海
老
名
に
移
り
住
み
ま
し
た
。
海
老
名
に
勝

瀬
が
で
き
た
始
ま
り
で
す
。

　
相
模
ダ
ム
建
設
で
つ
く
ら
れ
た
県
で
最
初
の

人
造
湖
・
相
模
湖（
相
模
原
市
緑
区
）近
く
に
鳳

勝
寺
跡
が
残
り
ま
す
。
跡
地
に
は
湖
底
と
な
っ

た
ふ
る
さ
と
を
し
の
ぶ
石
碑
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
橋
や
周
辺
の
商
店
街
で
も
勝
瀬
の
名
を
見

る
こ
と
が
で
き
、相
模
湖
の
湖
底
に
勝
瀬
集
落

が
あ
っ
た
こ
と
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。
移
住

先
は
海
老
名
市
の
ほ
か
、東
京
都
八
王
子
市
や

日
野
市
、湖
畔
周
辺
な

ど
で
し
た
。

　

昭
和
46
年
11
月
1
日
の
市
制
施
行
の
翌
年
、市

の
花
に「
サ
ツ
キ
」、市
の
木
に「
ツ
ゲ
」を
制
定
し

ま
し
た
。
昭
和
40
年
代
後
半
の
海
老
名
は
発
展
を

続
け
る
傍
ら
緑
が
失
わ
れ
つ
つ
も
あ
り
、自
然
環

境
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
、市
民
投
票

で
決
定
し
ま
し
た
。

　

市
花
を
町
名
に
し
た
さ
つ
き
町
は
、同
48
年
に

厚
木
駅
近
く
に
建
て
ら
れ
た
団
地「
海
老
名
プ

ラ
ー
ザ
」を
中
心
に
誕
生
し
た
町
で
す
。
周
辺
に
は

海
西
中
学
校
、青
少
年
会
館
な
ど
の
公
共
施
設
も

次
々
に
誕
生
し
ま
し
た
。
青
少
年
会
館
と
給
食
セ

ン
タ
ー
の
跡
地
に
は
、新
た
な
市
民
活
動
の
拠
点

と
し
て
え
び
な
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
を
開
館
。
市

民
活
動
を
支
援
す
る「
ビ
ナ
レ
ッ
ジ
」、市
民
の
健

康
増
進
を
支
援
す
る「
ビ
ナ
ス
ポ
」の
２
施
設
を
運

営
し
て
い
ま
す
。

〔
擬
木
柱
所
在
地
〕勝
瀬
10
‐
1（
鳳
勝
寺
入
り
口
付
近
）

〔
擬
木
柱
所
在
地
〕さ
つ
き
町
1（
海
老
名
プ
ラ
ー
ザ
入
り
口
付
近
）

市ホームページに印刷用ファイル
を掲載しています。印刷・作成し
てお楽しみください。作り方は市
ホームページをご覧ください。

「海老名郷土かるた」
ダウンロード版

移
り
来
た
　
勝
瀬
と
と
も
に
　
鳳ほ

う

勝し
ょ
う

寺じ

市
の
花
の
　
そ
の
名
を
と
っ
て
　
さ
つ
き
町

鳳
勝
寺
跡
地

足
を
の
ば
し
て
…

郷土かるた
ページ


